初めに私は

よだかの星

というお話をします。

（　）

よだかは、実に醜い鳥。（１）

顔は、ところどころ、味噌をつけたようにまだら、くちばしは、ひらたくて、耳までさけてる。（１）

足は、まるでよぼよぼで、よいちょよいちょ、たたみ一枚渡るのも一苦労。（１）

そんなんだから、ほかの鳥は、よだかの顔を見ただけで、いやになる。（１）

（駆）

よだかはどのくらい嫌われていたか、たとえば、茶色で色気のないひばり、自分をよだかよりは、ずっと上だと思ってる、夕方、よだかにあうと、さもいやそうに、にゅーと目をつぶりながら、首をそっ方（ぽ）へ。（３）もっとちいさなおしゃべりの鳥（すずめかな？）、いつでもよだかのまっこうから悪口を言う。（３）

（/駆）

「ヘン。又出て来たビルッ。まあ、あのざまをごらん。ほんとうに、鳥の仲間のつらよごしだビルッ。」

「ね、まあ、あのくちのおおきいこと。きっと、かえるの親類か何かなんだチュン。」

（捨）こんな調子らしい。（/捨）

おお、よだかでないただのたかならば、こんな生はんかのちいさい鳥は、もう名前を聞いただけでも、ぶるぶるふるえて、顔色を変えて、からだをちぢめて、木の葉のかげにでもかくれたろう。（２）

(駆）

夜だか夜だかとは言うけれど,実は鷹とは関係ない。（２）よだかは、あの美しいかわせみや、鳥の中の宝石のような蜂すずめの兄貴分。蜂すずめは花の蜜を、かわせみは魚を、夜だかは羽虫をとって、たべる（３）それによだかはもっていなかった、するどい爪もくちばしも、だからどんなに弱い鳥でも、よだかをこわがる筈がない。

（/駆）

(捨）それならどうしてヨダカなんて名前？（/捨）ちゃんとある理由が。一つはよだかのはねが無暗に強くて、風を切って翔けるとき、まるで鷹のように見えたこと、も一つはなきごえがするどくて、やはりどこか鷹に似ていたから。（３）

（捨）鷹は、これをひじょうに気にかけて、いやがっていた。（/捨)（２）だから言うんだ顔さえ見ると、早く名前をあらためろ、早く名前をあらためろ　と（４）

（駆）

ある夕方、とうとう、鷹がよだかのうちへやってきた。

たぶんこんな具合

（/駆）（５）

「おい。居るかい。まだお前は名前をかえないのか。ずいぶんお前も恥知らずだな。お前とおれでは、よっぽど人格がちがうんだよ。たとえばおれは、青いそらをどこまででも飛んで行く。おまえは、曇ってうすぐらい日か、夜でなくちゃ、出て来ない。それから、おれのくちばしやつめを見ろ。そして、よくお前のとくらべて見るがいい。」

「鷹さん。それはあんまり無理です。私の名前は私が勝手につけたのではありません。神さまから下さったのです。」

「いいや。おれの名なら、神さまから貰ったのだと云ってもよかろうが、お前のは、云わば、おれと夜と、両方から借りてあるんだ。さあ返せ。」

「鷹さん。それは無理です。」

「無理じゃない。おれがいい名を教えてやろう。市蔵というんだ。市蔵とな。いい名だろう。そこで、名前を変えるには、改名の披露というものをしないといけない。いいか。それはな、首へ市蔵と書いたふだをぶらさげて、私は以来市蔵と申しますと、口上を云って、みんなの所をおじぎしてまわるのだ。」

「そんなことはとても出来ません。」

「いいや。出来る。そうしろ。もしあさっての朝までに、お前がそうしなかったら、もうすぐ、つかみ殺すぞ。つかみ殺してしまうから、そう思え。おれはあさっての朝早く、鳥のうちを一軒ずつまわって、お前が来たかどうかを聞いてあるく。一軒でも来なかったという家があったら、もう貴様もその時がおしまいだぞ。」

「だってそれはあんまり無理じゃありませんか。そんなことをする位なら、私はもう死んだ方がましです。今すぐ殺して下さい。」

「まあ、よく、あとで考えてごらん。市蔵なんてそんなにわるい名じゃないよ。」

（捨）鷹は大きなはねを一杯にひろげ、自分の巣の方へ飛んで帰った。（/捨）（５）

よだかは、じっと目をつぶって考えた。（９）

（駆）

（一たい僕は、なぜこうみんなにいやがられるのだろう。僕の顔は、味噌をつけたようで、口は裂（さ）けてるからなあ。それだって、僕は今まで、なんにも悪いことをしたことがない。赤ん坊のめじろが巣から落ちていたときは、助けて巣へ連れて行ってやった。そしたらめじろは、赤ん坊をまるでぬす人からでもとりかえすように僕からひきはなしたんだなあ。それからひどく僕を笑ったっけ。それにああ、今度は市蔵だなんて、首へふだをかけるなんて、つらいはなしだなあ。）

（/駆）

あたりは、もううすくらい。（２）

夜だかは巣から飛び出した。（３）

雲が意地悪く光って、低くたれている。（３）

夜だかはまるで雲とすれすれになって、音なく空を飛びまわる（４）

（pis)

それからにわかによだかは口を大きくひらいて、はねをまっすぐに張って、まるで矢のようにそらをよこぎった。（１）小さな羽虫を幾匹も幾匹もその咽喉にいれた。（１）

からだがつちにつくかつかないうちに、よだかはひらりとまたそらへはねあがる。（１）

もう雲は鼠色になり、向うの山には山焼けの火がまっ赤。（２）

夜だかが思い切って飛ぶときは、そらがまるで二つに切れたように思われる。（１）一疋の甲虫が、夜だかの咽喉にはいって、ひどくもがいた。（２）よだかはすぐそれを呑みこんだ、（２）が、（１）その時何だかせなかがぞっとした。（４）

（/pis）

（緩）

雲はもうまっくろく、東の方だけ山やけの火が赤く、うつってる。（４）

よだかはむねがつかえたように思いながら、又そらへのぼる。（４）

また一疋の甲虫が、夜だかののどに、はいった。（２）

よだかの咽喉をひっかいてばたばたばた。（４）

よだかはそれを無理にのみこんでしまった（２）が（３）その時、急に胸がどきっとして、夜だかは大声をあげて泣きだした（６）

泣きながらぐるぐるぐるぐる空をめぐった。（６）

（/緩）

(駆）

（ああ、かぶとむしや、たくさんの羽虫が、毎晩僕に殺される。そしてそのただ一つの僕がこんどは鷹に殺される。それがこんなにつらいのだ。ああ、つらい、つらい。僕はもう虫をたべないで餓えて死のう。いやその前にもう鷹が僕を殺すだろう。いや、その前に、僕は遠くの遠くの空の向うに行ってしまおう。）

（/駆）

（緩）

山焼けの火は、だんだん水のように流れてひろがり、雲も赤く燃えている。（４）

（捨）よだかはまっすぐに、弟の川せみの所へ飛んだ、きれいな川せみも、丁度起きて遠くの山火事を見ていた所だった。（/捨）（７）

そしてよだかの降りて来たのを見て

「兄さん。今晩は。何か急のご用ですか。」

（３）

「いいや、僕は今度遠い所へ行くからね、その前一寸お前に遭いに来たよ。」

（４）

「兄さん。行っちゃいけませんよ。蜂雀もあんな遠くにいるんですし、僕ひとりぼっちになってしまうじゃありませんか。」

（１）

「それはね。どうも仕方ないのだ。もう今日は何も云わないで呉れ。そしてお前もね、どうしてもとらなければならない時のほかはいたずらにお魚を取ったりしないようにして呉れ。ね、さよなら。」

「兄さん。どうしたんです。まあもう一寸お待ちなさい。」

「いや、いつまで居てもおんなじだ。はちすずめへ、あとでよろしく云ってやって呉れ。さよなら。もうあわないよ。さよなら。」

（駆）よだかは泣きながら自分の帰ってきた。（/駆）（２）

みじかい夏の夜はもうあけかかって。（５）

しだの葉は、よあけの霧を吸って、あおく、つめたく、ゆれ。（３）

（軽）よだかは高くきしきしきしと、鳴いた（/軽）（４）。

（駆)そして巣の中をきちんとかたづけ、きれいにからだ中のはねや毛をそろえて、また巣から飛び出した。(/駆）

（緩）霧がはれてお日さまが丁度東から、のぼった。（/緩）

（駆）夜だかはぐらぐらするほどまぶしいのをこらえて、矢のように、そっちへ飛んで行く。（/駆）

「お日さん、お日さん。どうぞ私をあなたの所へ連れてって下さい。灼けて死んでもかまいません。私のようなみにくいからだでも灼けるときには小さなひかりを出すでしょう。どうか私を連れてって下さい。」

（捨行っても行っても、お日さまは近くはならず。（/捨)（3）

（捨）かえってだんだん小さく遠くなりながらお日様が（/捨）

「お前はよだかだな。なるほど、ずいぶんつらかろう。今度そらを飛んで、星にそうたのんでごらん。お前はひるの鳥ではないのだからな。」

夜だかはおじぎを一つした（２）と思うと、急にぐらぐらしてとうとう野原の草の上に落ちてしまった。（２）

（捨）

まるで夢を見ているようで、からだがずうっと赤や黄の星のあいだをのぼって行ったり、どこまでも風に飛ばされたり、又鷹が来てからだをつかんだりしたようだった。（４）

つめたいものがにわかに顔に落ちる。（５）

よだかは眼をひらく。一本の若いすすきの葉から露がしたたった。

（/捨）（８）

もうすっかり夜になって、空は青ぐろく、一面の星がまたたいている（４）

（駆）よだかはそらへ飛びあがる。（/駆）（４）

今夜も山やけの火はまっか。（３）

よだかはその火のかすかな照りと、つめたいほしあかりの中をとびまわる（４）

それからもう一ぺん飛びまわった。（２）

そして思い切って西のそらのあの美しいオリオンの星の方に、まっすぐに飛びながら叫んだ。（５）

「お星さん。西の青じろいお星さん。どうか私をあなたのところへ連れてって下さい。灼けて死んでもかまいません。」

（捨）オリオンは勇ましい歌をつづけながらよだかなどはてんで相手にしません。（/捨）（４）

（捨）よだかは泣きそうになって、よろよろと落ちて、それからやっとふみとまって、もう一ぺんとびまわる。（/捨）（３）

（緩）それから、南の大犬座の方へまっすぐに飛びながら叫んだ。（/緩）（４）

「お星さん。南の青いお星さん。どうか私をあなたの所へつれてって下さい。やけて死んでもかまいません。」

（捨）大犬は青や紫や黄やうつくしくせわしくまたたきながら云った。（/捨）（４）

「馬鹿を云うな。おまえなんか一体どんなものだい。たかが鳥じゃないか。おまえのはねでここまで来るには、億年兆年億兆年だ。」（捨）そしてまた別の方を向いた。（/捨）（４）

よだかはがっかりして、よろよろ落ちて、それから又二へん飛びめぐった。（５）

（捨）それから又思い切って北の大熊星の方へまっすぐに飛びながら叫んだ。（/捨）（６）

「北の青いお星さま、あなたの所へどうか私を連れてって下さい。」

（捨）大熊星はしずかに云った。（６）

「余計なことを考えるものではない。少し頭をひやして来なさい。そう云うときは、氷山の浮いている海の中へ飛び込むか、近くに海がなかったら、氷をうかべたコップの水の中へ飛び込むのが一等だ。」

よだかはがっかりして、よろよろ落ちて、それから又、四へんそらをめぐった。（２）

（捨）そしてもう一度、東から今のぼった天の川の向う岸の鷲の星に叫んだ。（/捨）（５）

「東の白いお星さま、どうか私をあなたの所へ連れてって下さい。やけて死んでもかまいません。」

（捨）鷲は大風に云った。（/捨）（６）

「いいや、とてもとても、話にも何にもならん。星になるには、それ相応の身分でなくちゃいかん。又よほど金もいるのだ。」

（緩）よだかはもうすっかり力を落してしまって、はねを閉じて、地に落ちていった。（１）

そしてもう一尺で地面にその弱い足がつくというとき、よだかは俄かにのろしのようにそらへとびあがった。（３）

そらのなかほどへ来て、よだかはまるで鷲が熊を襲うときするように、ぶるっとからだをゆすって毛をさかだて、

それからキシキシキシキシキシッと高く高く叫んだ（３）

その声は鷹のようだった。（２）

（捨）野原や林にねむっていたほかのとりは、みんな目をさまして、ぶるぶるふるえながら、いぶかしそうにほしぞらを見た。（/捨）（４）

（駆）夜だかは、どこまでも、どこまでも、まっすぐに空へのぼって、もう山焼けの火はたばこの吸殻くらいに見える。（４）

よだかはのぼってのぼってのぼって行った。（/駆）（１）

（捨）寒さにいきは白く凍る。（/捨)（４）

（捨）空気がうすくなった為に、はねをそれはそれはせわしくうごかさなければならない。（/捨)（６）

（捨）それだのに、ほしの大きさは、さっきと少しも変わらない。（６）

つくいきはふいごのよう。

寒さや霜は剣のよう。（/捨）（９）

よだかははねがすっかりしびれてしまい、そしてなみだぐんだ目をあげてもう一ぺん見ることにした、空を。（３）

（捨）そうだった。これがよだかの最後だった。（/捨）

（借り物）もうよだかは落ちているのか、のぼっているのか、さかさになっているのか、上を向いているのかも、わかりませんでした。ただこころもちはやすらかに、その血のついた大きなくちばしは、横にまがっては居ましたが、たしかに少しわらって居りました。（/借り物）

（捨）それからしばらくたってよだかははっきりまなこをあけた。（/捨）

そして自分のからだがいま燐の火のような青い美しい光になって、しずかに燃えているのを見た。（４）

すぐとなりは、カシオピア座。天の川の青じろいひかりが、すぐうしろになっている。（５）

そしてよだかの星は燃えつづけた。いつまでもいつまでも燃えつづけた。（６）

そして今でもまだ、燃え続けている（９）

そして次に私は

鷹の物語をします。

よだかは、実に醜い鳥だ。

顔は、ところどころ、味噌をつけたようにまだらで、くちばしは、ひらたくて、耳までさけていやがる。（１）

足は、まるでよぼよぼで、よいちょよいちょ、たたみ一枚渡るのも一苦労。（１）

そんなんだから、俺は、よだかの顔を見ただけで、いやになる。（１）

（駆）

よだかはどのくらい嫌われていたか、たとえば、茶色で色気のないひばり、自分をよだかよりは、ずっと上だと思っていて、夕方、よだかにあうと、さもいやそうに、にゅーと目をつぶりながら、首をそっ方（ぽ）へ向ける。（３）もっとちいさなおしゃべりの鳥（すずめかな？）、いつでもよだかのまっこうから悪口を言う。（３）

（/駆）

「ヘン。又出て来たビルッ。まあ、あのざまをごらん。ほんとうに、鳥の仲間のつらよごしだビルッ。」

「ね、まあ、あのくちのおおきいこと。きっと、かえるの親類か何かなんだチュン。」

（捨）こんな調子らしい。（/捨）

おお、よだかでないただのたかならば、こんな生はんかのちいさい鳥は、もう名前を聞いただけでも、ぶるぶるふるえて、顔色を変えて、からだをちぢめて、木の葉のかげにでもかくれたろう。（２）

(駆）

夜だか夜だかとは言うけれど,実は俺とは何の関係もない。（２）それよりも、よだかは、あの美しいかわせみや、鳥の中の宝石のような蜂すずめの兄貴分。蜂すずめは花の蜜を、かわせみは魚を、夜だかは羽虫をとって食う（３）それによだかはもっていなかった、するどい爪もくちばしも、だからどんなに弱い鳥でも、よだかをこわがる筈がなかった。

（/駆）

(捨）それならどうしてヨダカなんて名前？（/捨）ちゃんと理由がある。一つはよだかのはねが無暗に強くて、風を切って翔けるとき、まるで俺のように見えたこと、も一つはなきごえがするどくて、やはりどこか俺に似ていたから。（３）

（捨）俺はそれがいやだった。（/捨)（２）だから言うんだ顔さえ見ると、早く名前をあらためろ、早く名前をあらためろ　と（４）

（駆）

ある夕方、とうとう、俺あよだかのうちへやってきた。

こんな具合だったかな

（/駆）（５）

「おい。居るか。まだお前は名前をかえないのか。ずいぶんお前も恥知らずだな。お前とおれでは、よっぽど人格がちがうんだよ。たとえばおれは、青いそらをどこまででも飛んで行く。おまえは、曇ってうすぐらい日か、夜でなくちゃ、出て来ない。それから、おれのくちばしやつめを見ろ。そして、よくお前のとくらべて見るがいい。」

「鷹さん。それはあんまり無理です。私の名前は私が勝手につけたのではありません。神さまから下さったのです。」

「いいや。おれの名なら、神さまから貰ったのだと云ってもよかろうが、お前のは、云わば、おれと夜と、両方から借りてあるんだ。さあ返せ。」

「鷹さん。それは無理です。」

「無理じゃない。おれがいい名を教えてやろう。市蔵というんだ。市蔵とな。いい名だろう。そこで、名前を変えるには、改名の披露というものをしないといけない。いいか。それはな、首へ市蔵と書いたふだをぶらさげて、私は以来市蔵と申しますと、口上を云って、みんなの所をおじぎしてまわるのだ。」

「そんなことはとても出来ません。」

「いいや。出来る。そうしろ。もしあさっての朝までに、お前がそうしなかったら、もうすぐ、つかみ殺すぞ。つかみ殺してしまうから、そう思え。おれはあさっての朝早く、鳥のうちを一軒ずつまわって、お前が来たかどうかを聞いてあるく。一軒でも来なかったという家があったら、もう貴様もその時がおしまいだぞ。」

「だってそれはあんまり無理じゃありませんか。そんなことをする位なら、私はもう死んだ方がましです。今すぐ殺して下さい。」

「まあ、よく、あとで考えてごらん。市蔵なんてそんなにわるい名じゃないよ。」

（捨）俺は大きなはねを一杯にひろげ、自分の巣の方へ飛んで帰った。（/捨）（５）

俺は、風を切りながら考えた。（９）

（駆）

（一たいあいつは、なぜこうみんなにいやがられるのだろう。あいつの顔は、味噌をつけたようで、口は裂けてるからなあ。それだって、あいつは今まで、なんにも悪いことをしたことがない。赤ん坊のめじろが巣から落ちていたときは、助けて巣へ連れて行ってやった。そしたらめじろは、赤ん坊をまるでぬす人からでもとりかえすようにあいつからひきはなしたんだなあ。それからひどくあいつを笑ったっけ。というのも、鷹という名をあいつが使っているからなんだなあ。あいつが鷹でなかったら、顔に味噌をつけたって、口が裂けていたって、誰もそこまでおかしいだなんておもやしないだろうさ。あいつもかあいそうなやつだなあ）

（/駆）

あたりは、もううすくらい。（２）

鷹はトドマツの上にある巣から首を出した。（３）

雲が意地悪く光って、低くたれている。（３）

 雲はもうまっくろく、東の方だけ山やけの火が赤く、うつってる。（４）

鷹が巣をかけたトドマツにも火が移った。（４）

鷹は仕方なく巣を捨てて夜の空に飛び上がった。（２）

その時、鷹の耳にはハッキリと、夜ダカの鳴く声が聞こえた（６）

（/緩）

（緩）

山焼けの火は、だんだん水のように流れてひろがり、雲も赤く燃えている。（４）

鷹は火の粉を避けながら考えた。（３）

（このまま俺が焼け死ねば、あいつの名前を変えようだなんて思う奴はいなくなるし、俺もあいつの事を気にかけなくなるだろうなあ。だったら一度くらい腹を割って、嫌味な事を言わないで、あいつを案内人にして夜の空を駆けてみたいものだなあ）

みじかい夏の夜はもうあけかかって。（５）

鷹の巣は、すっかり水気を失って、黒く、かろやかに、宙にまった。（３）

（軽）よだかが高くきしきしきしと、鳴いている（/軽）（４）。

（駆)鷹はうすぼんやり見える夜ダカを遠くから眺めている(/駆）

（緩）霧がはれてお日さまが丁度東から、のぼった。（/緩）

（駆）鷹はようやく視界がはっきりしたので、夜ダカの後を追うことに。すると夜ダカは（/駆）

「お日さん、お日さん。どうぞ私をあなたの所へ連れてって下さい。灼けて死んでもかまいません。私のようなみにくいからだでも灼けるときには小さなひかりを出すでしょう。どうか私を連れてって下さい。」

「お前はよだかだな。なるほど、ずいぶんつらかろう。今度そらを飛んで、星にそうたのんでごらん。お前はひるの鳥ではないのだからな。」

夜だかはおじぎを一つした（２）と思うと、急にぐらぐらしてとうとう野原の草の上に落ちてしまった。（２）

鷹は驚いて夜ダカに近づいて、少し掴んで誰にも見つからないよう、すすきの根元に運んでやった。（１）

そうして鷹はひらりと空に飛び上がり、お日様の所に向ったが、やはり鷹もいっこう近づくことが出来ない。（３）

「お日さん、お日さんよ。いつも俺の行く手を照らしてくれるお日さんよ。あいつを焼かないでくれてありがとうよ。だからって何も、あいつの言うことを無下に断ることもなかろうよー」

「ああ、お前か。お前の言う事にも一理ある、しかし夜と名がついた以上は、あれは夜の鳥なのだ」

「お日さん、お日さんよ。そりゃあ理屈が通ってるよ。しかしなあ、夜の星にあいつが焼かれたら、俺はやっぱり、どうにも納得がいかないんだよ。せめてお日さんに焼かれたんなら、昼の鳥の俺の目にも、あいつの事が見えるだろう」

「そうかそうか。だったら鷹よ、お前に私の欠片をくれてやるから、これを首から下げて夜の空を飛んでごらん。お前の見たいと思うものがしっかりと見えるだろうさ」

「お日さん、お日さんよ。さすがに話がわかるよなあ」

鷹は欠片を首から下げて、歳ほどのすすきから少し離れた場所で、一休みすることにした。

（８）

もうすっかり夜になって、空は青ぐろく、一面の星がまたたいている（４）

（駆）よだかはそらへ飛びあがる。（/駆）（４）

鷹もそらへ飛びあがる。

今夜も山やけの火はまっか。（３）

鷹ははその火のかすかな照りと一緒になって、つめたいほしあかりの中をとびまわる（４）

夜ダカには鷹が照りに見えた。（２）

夜ダカが西のそらのあの美しいオリオンの星の方に、まっすぐに飛びながら叫んだ。（５）

「お星さん。西の青じろいお星さん。どうか私をあなたのところへ連れてって下さい。灼けて死んでもかまいません。」

（捨）オリオンは勇ましい歌をつづけながらよだかなどはてんで相手にしません。（/捨）（４）

「なるほどなあ、こんな星がいるから夜は冷たいんだなあ」

（捨）よだかは、よろよろと落ちて、それからやっとふみとまって、もう一ぺんとびまわる。（/捨）（３）

（緩）それから、南の大犬座の方へまっすぐに飛びながら叫んだ。（/緩）（４）

「お星さん。南の青いお星さん。どうか私をあなたの所へつれてって下さい。やけて死んでもかまいません。」

（捨）大犬は青や紫や黄やうつくしくせわしくまたたきながら云った。（/捨）（４）

「馬鹿を云うな。おまえなんか一体どんなものだい。たかが鳥じゃないか。おまえのはねでここまで来るには、億年兆年億兆年だ。」（捨）そしてまた別の方を向いた。（/捨）（４）

「なるほどなあ。あんなに美しく輝いているから、俺はてっきり夜というのはもっと優しいものだと思っていたが、案外と鼻につくもんなんだなあ」

よだかは、よろよろ落ちて、それから又二へん飛びめぐった。（５）

（捨）それから又思い切って北の大熊星の方へまっすぐに飛びながら叫んだ。（/捨）（６）

「北の青いお星さま、あなたの所へどうか私を連れてって下さい。」

（捨）大熊星はしずかに云った。（６）

「余計なことを考えるものではない。少し頭をひやして来なさい。そう云うときは、氷山の浮いている海の中へ飛び込むか、近くに海がなかったら、氷をうかべたコップの水の中へ飛び込むのが一等だ。」

「まったく、大熊星というくらいだから、俺は器量もでかいもんだと思っていたが、なんだ、つまらない事を言いやがる」

よだかは、よろよろ落ちて、それから又、四へんそらをめぐった。（２）

（捨）そしてもう一度、東から今のぼった天の川の向う岸の鷲の星に叫んだ。（/捨）（５）

「東の白いお星さま、どうか私をあなたの所へ連れてって下さい。やけて死んでもかまいません。」

（捨）鷲は大風に云った。（/捨）（６）

「いいや、とてもとても、話にも何にもならん。星になるには、それ相応の身分でなくちゃいかん。又よほど金もいるのだ。」

「うーん、どうも夜の星っていうのは、たっくさんあるもんだから利権が発生してしまったんだなあ。昼にはお日さまが一人しかいないもんだから、そおいう駆け引きは生まれないんだ」

（緩）よだかはもうすっかり力を落してし、はねを閉じて、地に落ちていった。（１）

そしてもう一尺で地面にその弱い足がつくというとき、よだかは俄かにのろしのようにそらへとびあがった。（３）

そらのなかほどへ来て、よだかはまるで鷲が熊を襲うときするように、ぶるっとからだをゆすって毛をさかだて、

それからキシキシキシキシキシッと高く高く叫んだ（３）

その声は鷹のようだった。（２）

（捨）野原や林にねむっていたほかのとりは、みんな目をさまして、ぶるぶるふるえながら、いぶかしそうにほしぞらを見た。（/捨）（４）

（駆）夜だかは、どこまでも、どこまでも、まっすぐに空へのぼって、もう山焼けの火はたばこの吸殻くらいに見える。（４）

鷹ものぼってのぼってのぼって行った。（/駆）（１）

（捨）昼の太陽が少しずつ小さくなっていく（/捨)（４）

（捨）空気がうすくなった為に、日の力もかげってくる（/捨)（６）

（捨）それだのに、よだかの勢いは、さっきと少しも変わらない。（６）

（/捨）（９）

お日さまの欠片はすっかりくたびれてしまい、なんとか見つめた先にはよだかがいた。（３）

（借り物）もう鷹は落ちているのか、のぼっているのか、さかさになっているのか、上を向いているのかも、わかりませんでした。（/借り物）

（捨）それからしばらくたって鷹ははっきりまなこをあけた。（/捨）

そしてよだかのからだがいま燐の火のような青い美しい光になって、しずかに燃えているのを見た。（４）

すぐとなりは、カシオピア座。天の川の青じろいひかりが、すぐうしろになっている。（５）

そしてよだかの星は燃えつづけた。いつまでもいつまでも燃えつづけた。（６）

鷹は茫然として夜空を見上げ続けた。やがて鷹の目には何も映らなくなった。（８）

次の朝、東からお日さまが昇ると、すぐにタカは近づいていって

「お日さま、お日さまよ。借りたもんをお返しします」

「おお、タカよ。夜の世界はどうだった」

「俺は始めて、星の声を聞いたけれど、いけすかないね」

「そらあ、どうしてだね？」

「あいつらは天上にあるのに、ちっとも公平じゃあない」

「そらあそうだ、なんといっても夜の星は、昼に地上にあるものが、ふらふらっと昇って星になるんだから、昼だって地上のお前たちはちっとも公平じゃあないだろう」

「なんだ、そうだったのか、ちっとも知らなかった」

「それはそうだ、お前は昼の生き物なんだから」

「じゃあ俺も、夜眠ってるときは星になってるのかい？」

「ああ、そうだとも」

「それならお日さまよ、夜の生き物、例えばヨダカなんかはさ、昼の間は何になってたんだろう？」

「なんだろうなあ。私は昼のものだから、それは分らないんだななあ」

「お日さん、お日さんよう」

「なんだ鷹」

「夜の星はキラキラ綺麗で、口が悪いんだなあ、そんで、そいつらはみんな、昼に地上にいる生き物なんだろう。だったら俺も含めて、俺はあんまり、好きになれねえよ」

「鷹よう」

「なんだお日さん」

「だから私は、お前達を照らしているんだよ」

鷹はその言葉を飲み込んだ時、背中がゾっとしました。

そうして自分が何だか、とても恥ずかしいことをしているような気分になって

とうとう昼の間には、お日さまの下に出られなくなり

爪も嘴も、あんまり獲物を取らないものだから、薄汚れて灰色になり

空を飛ばないで歩いてばかりいるようになったので

そこらの茂みに羽をもがれてみすぼらしいなりに

そうしてあんまり日の光を観なくなったので

ついには目も見えず

かと言って夜の生き物ではないから、夜の中で生きて行くこともできず

鷹は背中がゾっとしたまま、死んでしまいました。

そして誰も、鷹のことを覚えていません。

